
 

令和５年度蒲刈中学校区研究推進計画 

 

校番（３１）（ 蒲刈小 ）学校 

校長名   山本 智文   

１ 学校教育目標 
    未来を拓く児童生徒の育成 
 

２ 目指す児童生徒像 

① 学んだことを実際の社会や生活で生きて働かせる児童生徒「知識・技能」 

② 未知の状況にも対応できる児童生徒「思考・判断・表現」 

③ 学んだことを人生や社会に生かそうとする児童生徒「自己の生き方を考える力」 

④ 郷土を愛し，協働して貢献できる児童生徒「協働的に関わる力」 

 

３ 育成を目指す資質・能力（具体の姿） 

設
定
し
た

資
質
・
能
力 

知識及び技能 
思考力，判断力， 

表現力等 
学びに向かう力，人間性等 

知識・技能 思考・判断・表現 
自己の生き方を 

考える力 
協働的に関わる力 

目
指
す 

児
童
・
生
徒
像 

学んだことを実際の社会や生活で生き
て働かせる児童生徒 

未知の状況にも対応でき
る児童生徒 

学んだことを人生や
社会に生かそうとす
る児童生徒 

郷土を愛し，協働し
て貢献できる児童
生徒 

具
体
的
な
力 

身に付けた学習内容を他の学習や生活
の場面で 
活用できる。 

知識及び技能を活用し
て，課題解決や未来を拓
く行動ができる。 

夢の実現に向けて自
己の生き方を考え，よ
りよく生きるための
行動ができる。 

郷土や仲間を愛し，
相手の気持ちを尊
重して協働し，積極
的に貢献できる。 

後
期 

○社会人として必要なことはたくさん
あることに気付き，その中で自分なり
に大切にしていこうとすることをもつ
ことができる（多様性）。 
○課題解決のために，様々な立場の人
たちが連携協力していることを知り，
自らも共に地域貢献していくことの大
切さを理解する（連携性）。 
○自己の将来設計を達成するために，
志をもち自らその実現のために行動し
ていくことの大切さを理解することが
できる（責任性）。 

○課題解決の計画に沿
って，情報収集の方法
を適切に選択でき，探
究の過程での学習内容
を批判的に整理・分析
し，自分たちは何がで
きるのかを効果的にま
とめ・表現・発信する
ことができる。 

○他者の生き方に
ふれながら，学び
を自己の成長へと
結び付け，よりよ
く生きようと考え
ている。 

○学びの経験を
社会の形成者と
しての自覚につ
なげ，積極的に社
会参画しようと
する。 

中
期 

○探究課題に関わる種々な環境につい
て多面的に見たり考えたりすることが
できる（多様性）。 
○状況に応じて，課題解決のために互
いに様々な協力がなされていることの
大切さを理解できる。（連携性）。 
○一人一人に責任と役割があることに
気付き，自ら行動することの大切さを
理解することができる（責任性）。 

○課題解決のための情
報について，収集方法
及び収集した情報内容
について，多面的・多
角的な整理・分析がで
き，目的意識，相手意
識をもちながら，まと
め・表現することがで
きる。 

○自分にとって，
学ぶことの意味や
価値を考えること
ができ，自己の成
長のための自己課
題に積極的に取り
組んでいる。 

○互いのよさを
生かしながら，学
びの経験を実社
会や実生活への
興味関心とつな
げ，進んで地域活
動に参加しよう
とする。 

前
期
Ⅱ 

○探究課題に関わる種々な環境には，
さまざまな特徴があることに気付く
（多様性）。 
○課題に対して人々と協力しながら解
決に努めていることに気付く（連携
性）。 
○自分の生活は，家族などの人々に支
えられていることに気付くとともに，
自らの夢をもつことができる（責任
性）。 

○調べたい課題を設定
し，必要な情報を比較し
たり，関係付けたりして
整理・分析し，相手を意
識して表現することがで
きる。 

○自分の成長を自
信につなげ，より
すてきな自分にな
るための自己課題
に気付き取り組ん
でいる。 

○学びの中で，互
いのよさや違い
に気付き，課題を
よりよく解決す
るために協力し
ようとする。 

前
期
Ⅰ 

○活動や体験の過程において，自分自
身，身近な人々，社会及び自然の特徴
やよさ，それらの関わり等に気付くと
ともに，社会生活上必要な習慣や技能
を身に付けている。 
※知識及び技能の基礎 

○体験・観察等を通し，
疑問等の気付きをもとに
分かったこと及び自分の
思いや考えを表現するこ
とができる。 

○自分ができるよ
うになったことに
気付き，なりたい
自分を思い描いて
いる。 

○学びの中で，友
達を助けたりほ
めたりしようと
する。 



 

４ 研究主題等 

(1) 研究主題 

 

  学びを活かし課題解決を図る児童生徒の育成 

   ～授業改善と地域の学びを通して～ 

 

(2) 設定理由（校区の児童生徒の課題分析等） 
 

本中学校区は，蒲刈島と下蒲刈島の２島を校区としている。自然が豊かで人の営みが穏やかであ

り，地域の方は教育活動に対して協力的である。このような環境の中，児童生徒は落ち着いて学習

に取り組んでいる。 

昨年度の全国学力・学習状況調査から，児童生徒の学力等の現状や課題は次のとおりである。 

中学３年生では，国語科において全国平均を 4.0ポイント，理科では 3.7ポイント上回ったが，数

学科において 2.4ポイント下回った。小学６年生においては，理科は 0.7ポイント上回ったが，国

語科で 0.6ポイント，算数科で 8.2ポイント下回った。 

昨年度の２学期末に行った児童生徒アンケートの「授業やその他の学校生活で，自分の思いや考

えを相手に分かりやすく表現することができたか。」では，目標値を小学校，中学校とともに 80.0％

に設定したが，結果は小学校が 73.2％，中学校が 59.3％であり，達成度は小学校が 91.5％，中学

校が 74.1％となった。小学校では，全体の場で発表をする場を設けたことで自信をもって自己表現

できる児童が増えた。中学校では理由や根拠を挙げながら，自分の考えを述べることが十分にはで

きておらず，教科の授業では専門用語を正しく使って説明させることなどが必要である。また，小

中学校とも，発表の声が小さい等，相手意識をもって表現することは十分とはいえない。 

また，同様の児童生徒アンケートの「地域のために自分にできることを考え行動したか。（地域

貢献）」では，目標値を小学校，中学校とともに 90.0％に設定したが，結果は小学校が 80.5％，中

学校が 82.0％となり，達成度はどちらもほぼ 90.0％となった。「自分にはよいところがある。人の

役に立ったことがある。（自己肯定感）」では，目標値が小学校，中学校とともに 90.0％であり，結

果は小学校 80.5％，中学校 88.5％となり，達成度は小学校が 89.4％，中学校が 98.3％となった。

目標は達成できていないが，小学校，中学校とも達成度は高くなっている。総合的な学習の時間に

おける「ふるさと学習」の異校種・異学年交流の取組により，自己肯定感は行事等の事後は向上す

るものの日々の生活において継続することが難しい面がある。 

 そこで，前述の課題を克服し，児童生徒が社会や世界に向き合い関わりながら，自らの人生を切

り拓いていくことができるよう，本年度も９年間を見通した教育目標を「未来を拓く児童生徒の育

成」とした。そして，育成する資質・能力に基づき，目指す児童生徒像を明確にし，蒲刈中学校区

の特徴である「ふるさと学習」を推進し，資質・能力の育成を目指す。また，「学びを活かし課題

解決を図る児童生徒の育成～授業改善と地域の学びを通して～」を研究主題に設定し，『伸ばす学

力部会』『育む心部会』の２つの部会で研究主題に迫るとともに，本中学校区の課題の克服を図る。 

具体的には，『伸ばす学力部会』において，教科等の本質を踏まえ，「主体的・対話的で深い学び」

のための子どもの問いを生かした「課題発見・解決学習」と深い理解を伴った習得を目指す「教え

て考えさせる授業」を推進する。 

単元等を貫く本質的な問いを設定したり，子どもの問いを生かした「考える授業づくり」を行っ

たりすることで，目指す児童生徒の姿に迫る授業改善を更に推進し，学力の向上を図る。 

また，授業において自分の思いや考えを相手にしっかりと伝える場を重ねながら，朝会や集会活

動，生徒会・児童会活動，特別活動等においても自分の思い等を伝える場の設定に継続して取り組



 

む。そのことによって，自分の思いや考えを相手に分かりやすく伝えること（自己表現）ができる

力を更に身に付けさせる。 

   『育む心部会』においては，総合的な学習の時間のカリキュラムである「ふるさと学習」を更に

充実させ，「主体的・対話的で深い学び」を推進する。「ふるさと学習」によって，住んでいる地域

の良さを再発見し，児童生徒が「地域のために自分にできることは何か。」という問いに立ち返り

ながら考え行動することで，自己表現の力や自己肯定感の向上を図る。また，遠足，運動会等の小

中合同行事のみならず，生徒会や児童会が中心となった学校朝会に取り組む等，日頃の学校生活の

中でも児童生徒が「お互いを認められる」「役割を果たす」「達成感を醸成する」ことができる場を

設けながら，異校種・異学年交流を進め，自己肯定感を向上させる。 

以上のことから，本主題を設定した。 

 
 (3) 研究仮説 

 
   ①教科等の本質を踏まえ，「課題発見・解決学習」や「教えて考えさせる授業」を行うこと

で，「主体的・対話的で深い学び」を高められるであろう。【授業改善】 
   ②自分の思いや考えを自己表現する場を様々な場面で設けることによって，相手に分かりや

すく表現する力が身に付くであろう。【自己表現】 
   ③「ふるさと学習」などにより，地域のために自分にできることを考え行動することや異校

種・異学年交流によって，自己肯定感を高められるであろう。【自己肯定感】 
 
５ 研究内容 

 

   ①『伸ばす学力部会』 

    ア 授業改善による学力向上（「課題発見・解決学習」や「教えて考えさせる授業」の充

実）【授業改善】 

    イ 自分の思いや考えを自己表現することができる授業等【自己表現】 

 

   ②『育む心部会』 
    ア 「ふるさと学習」の充実【授業改善】【自己表現】【自己肯定感】 
    イ 自己肯定感を向上させる異校種・異学年交流の充実【自己肯定感】 

 

６ 検証について 
  

検証の視点 方法 検証の指標 現状値 達成目標 

① 「主体的・対話的
で深い学び」を高
めることができた
か。 

授業参観シー
ト 

研究授業における教
職員の相互評価値の
平均（４段階評価） 

小 3.2 
中 3.5 

3.2以上 
教職員の学期ごとの
自己評価（４段階評
価で集約） 

― 

小６，中３対
象 
全国学力・学
習 状 況 調 査
（国語，算数，
数学） 

全国平均との差 

小国語 -0.6 
中国語 +4.0 
小算数 -8.2 
中数学 -2.4 

 

全国平均との差 
小国語 +6.0 
中国語 +5.0 
小算数 +5.0 
中数学 +5.0 

 

小 全 員 ， 中
１・２対象 
標準学力調査 

全国平均より高い人
数の割合 

小 59.7% 
中 52.2% 

全国平均より高
い人数の割合が
60%以上 

 

 



 

検証の視点 方法 検証の指標 現状値 達成目標 

② 自分の思いや考え
を，相手に分かり
やすく表現するこ
とができたか。 

児童生徒アン
ケート 

児童生徒の肯定的評
価（４段階評価） 

小 73.2% 
中 59.3% 

80% 

教師アンケー
ト 

教員の肯定的評価 
（４段階評価） 

小 80.0% 
中 66.7% 

80% 

③ 地域のために自分
にできることを考
え行動したか。（地
域貢献） 

児童生徒アン
ケート 

児童生徒の肯定的評
価（４段階評価） 

小 80.5% 
中 82.0% 

90% 

④ 異校種，異学年と
の交流を通して，
自己肯定感を高め
る こ と が で き た
か。（自己肯定感） 

児童生徒アン
ケート 

児童生徒の肯定的評
価（４段階票） 

小 80.5% 
中 88.5% 

90% 

 

７ 推進体制等 
  (1) 推進組織 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※小中一貫推進委員会の委員長，副委員長は隔年で変更する。 

伸ばす学力部会 育む心部会 

代表（中） 津村 卓也 代表（小） 髙原 みさ 

小学校 中学校 小学校 中学校 

校長 山本 智文 

末長 直子 

越智 しのぶ 

木下 美和子 

 

教頭 藏本 辰英 

津村 卓也 

浅谷 由樹 

岡崎 佑哉 

石丸 隆子 

平原 信二 

八重垣 遥 

教頭 的場 秀騎 

髙原 みさ 

二川 美佳 

清水 克哉 

校長 柿林 浩彦 

佐々木 祐介 

上田 真梨子 

本間 伸一 

後藤 亜由美 

松本 明日香 

  

  

  

  

  

  

    

  
  

  

  

  

 

      
    

  

  

 

委員長（小学校校長） 

事務局 
（当番校の小中一貫教育 Co） 

 

呉
市
教
育
委
員
会 

指導 

助言 

小中一貫推進委員会 

推進委員 
（教務主任，研究主任，小中一貫教育 Co，

生徒指導主事，保健主事） 

副委員長（中学校校長） 
（中・小学校教頭） とびしまプラン 

推進教員 

各校管理職 

とびしまプラン連絡協議会 

伸ばす学力部会 

 

育む心部会 総合プロジェクト 
（管理職・担当者） 

小中合同研修会 

 



 

(2) 一部教科担任制実施計画 
ア 乗り入れ授業等（中→小） 

    ・理科（６年） ・保健体育（５，６年） 
イ 小学校教科担任制等 

なし             
 

８ 推進計画 

月 日 曜 内容 

４ ４ 火     
推進委員会①ＰＭ（小中一貫教育推進計画，合同遠足，合同参観日，合同

運動会） 

４  ７ 金 
合同研修①ＰＭ（小中一貫教育推進計画，合同遠足，合同参観日，合同運

動会） 

４ ３０ 日 合同参観日（ＰＴＡ総会） 

５ １ 月 合同遠足（下蒲刈・大津泊庭園） 

５ １０ 水 
推進委員会②（合同遠足まとめ，合同参観日まとめ，合同避難訓練，合同

運動会） 

５ １５ 月 
合同研修②（合同遠足まとめ，合同参観日まとめ，合同避難訓練，合同運

動会） 

５ １９ 金 合同避難訓練（土砂） 

５ ２４ 水 合同運動会予行 

５ ２８ 日 合同運動会 

６ １３ 火 授業研究①（小学校研究授業指導案検討） 

６ ２１ 水 
授業研究②（小学校研究授業） 

講師 広島大学附属東雲小学校 校長 松浦 武人 

７ ３ 月 推進委員会③（合同運動会まとめ，授業研究まとめ，各部会の学期まとめ） 

７ ４ 火 小中合同朝会① 

７ ２１ 金 合同研修③（合同運動会まとめ，授業研究まとめ，各部会の学期まとめ） 

８ ３０ 水 推進委員会④（発表会） 

９ ２９ 金 推進委員会⑤（合同避難訓練） 

１０ ３ 火 小中合同朝会②，小中一貫教育だより①（担当：小学校） 

１０ ４ 水 
授業研究③（中学校研究授業指導案検討） 

講師 東京大学 准教授 植阪 友理 

１０ １１ 水 
授業研究④（中学校研究授業） 

講師 東京大学 准教授 植阪 友理 

１０ ２２ 日 蒲刈中学校区学習発表会（中学校） 

１１ ２ 木 合同避難訓練（地震津波） 

１１ １９ 日 蒲刈中学校区学習発表会（小学校） 

１ １０ 水 推進委員会⑥（学習発表会まとめ・各部会の年間まとめ） 

２ ２ 金 推進委員会⑦（来年度の小中一貫教育推進計画） 

２ １９ 月 合同研修⑤（各部会の年間まとめ，来年度の小中一貫教育推進計画） 

２ ２７ 火 小中一貫教育だより②（担当：中学校） 

３ ４ 月 推進委員会⑧（来年度に向けて） 

    

 

９ その他 

・小中一貫教育だより（１０月，２月の年２回発行予定） 
※ 研究構想図，カリキュラムマップを添付する。 
 
 
 
 

11 月 7 日削除確認 


